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旭
食
品
と
東
京
の
有
力
乾
物
専
業
卸
・
下
田
商
事
の
共
同
物
流
が
順
調
に
成
果
を
挙
げ
て
い
る
。
下
田
商
事
の
す

べ
て
の
汎
用
在
庫
を
旭
食
品
東
京
支
社
管
轄
の
汎
用
セ
ン
タ
ー
に
置
き
、
専
用
セ
ン
タ
ー
を
持
た
な
い
関
東
圏
の
ス

ー
パ
ー
な
ど
に
共
同
で
配
送
す
る
も
の
で
、
昨
年
３
月
の
運
用
開
始
以
降
、
拠
点
稼
働
率
と
ト
ラ
ッ
ク
の
積
載
効
率

が
大
幅
に
改
善
し
て
い
る
。
効
率
重
視
の
大
手
全
国
卸
が
避
け
る
小
口
得
意
先
へ
の
供
給
継
続
に
向
け
、
中
堅
２
社

が
資
本
や
競
争
の
し
が
ら
み
を
超
え
て
物
流
合
理
化
に
取
り
組
む
の
は
画
期
的
。
今
後
の
卸
企
業
間
連
携
の
モ
デ
ル

ケ
ー
ス
に
な
り
そ
う
だ
。

関
東
で
は
１０
年
代
に
入
り

上
位
食
品
ス
ー
パ
ー
の
物
流

再
整
備
が
加
速
。
多
く
の
常

温
専
用
セ
ン
タ
ー
が
従
来
の

通
過
型
か
ら
ピ
ー
ス
ピ
ッ
キ

ン
グ
機
能
を
持
つ
在
庫
型
に

移
行
し
た
こ
と
で
、
メ
ー
カ

ー
か
ら
専
用
セ
ン
タ
ー
へ
の

ケ
ー
ス
直
送
比
率
が
急
速
に

上
昇
し
た
。

こ
の
影
響
で
卸
汎
用
セ
ン

タ
ー
か
ら
専
用
セ
ン
タ
ー
へ

の
小
分
け
品
等
の
供
給
数
量

は
減
少
傾
向
に
あ
り
、
上
位

ス
ー
パ
ー
と
の
取
引
に
厚
み

を
持
つ
商
社
系
全
国
卸
な
ど

は
汎
用
セ
ン
タ
ー
の
統
廃
合

を
急
い
で
い
る
状
況
だ
。

汎
用
セ
ン
タ
ー
の
稼
働
率

低
下
は
中
堅
以
下
の
食
品
卸

各
社
に
も
共
通
す
る
傾
向
だ

が
、
こ
う
し
た
卸
は
汎
用
物

流
機
能
を
整
理
し
づ
ら
い
。

専
用
セ
ン
タ
ー
を
持
た
な
い

中
小
得
意
先
へ
の
各
店
配
送

を
担
っ
て
い
る
か
ら
だ
。

小
商
い
を
重
視
す
る
国
分

グ
ル
ー
プ
以
外
の
ほ
と
ん
ど

の
全
国
卸
が
小
口
取
引
を
縮

小
さ
せ
た
こ
と
で
、
関
東
で

は
現
在
、
旭
食
品
、
下
田
商

事
、
ユ
ア
サ
・
フ
ナ
シ
ョ
ク

（
千
葉
）
、
常
洋
水
産
（
茨

城
）
、
ボ
ー
キ
佐
藤
（
福

島
）
、
群
酒
大
成
物
産
（
群

馬
）
な
ど
の
中
堅
勢
が
地
域

に
根
ざ
し
た
中
小
ス
ー
パ
ー

の
品
揃
え
を
支
え
る
構
図
が

一
段
と
鮮
明
化
し
て
い
る
。

し
か
し
、
供
給
量
の
少
な

い
中
小
チ
ェ
ー
ン
向
け
の
各

店
配
送
で
卸
が
積
載
率
を
適

正
な
水
準
に
持
っ
て
い
く
の

は
非
常
に
難
し
い
。
卸
各
社

は
配
送
頻
度
を
抑
制
す
る
な

ど
対
策
を
講
じ
て
い
る
が
、

拠
点
稼
働
率
の
低
下
や
ド
ラ

イ
バ
ー
不
足
に
よ
る
支
払
物

流
費
の
値
上
が
り
も
あ
り
、

収
益
確
保
が
至
難
の
業
と
な

っ
て
い
る
。

一
般
的
に
中
小
チ
ェ
ー
ン

と
の
取
引
は
大
手
チ
ェ
ー
ン

に
比
べ
粗
利
率
が
高
い
と
さ

れ
る
が
、
「
積
載
率
と
の
兼

ね
合
い
で
限
界
利
益
が
出
な

い
こ
と
も
あ
る
。
フ
ル
ラ
イ

ン
化
に
よ
っ
て
供
給
品
目
を

広
げ
て
も
コ
ス
ト
が
な
か
な

か
薄
ま
ら
な
い
」
（
旭
食
品

常
務
取
締
役
東
京
支
社
支
社

長
・
竹
内
慎
氏
）
の
が
実
情

だ
。旭

食
品
と
下
田
商
事
の
取

り
組
み
は
、
こ
う
し
た
各
店

配
送
の
障
害
を
共
同
で
克
服

す
る
も
の
。
下
田
商
事
が
得

意
先
構
成
の
似
た
旭
食
品
に

共
同
物
流
を
打
診
、
メ
ー
カ

ー
な
ど
他
社
物
流
の
代
行
に

よ
る
生
産
性
向
上
を
模
索
す

る
旭
食
品
が
こ
れ
に
応
じ

た
。昨

年
３
月
の
運
用
開
始
に

合
わ
せ
、
下
田
商
事
は
埼
玉

県
岩
槻
と
神
奈
川
県
海
老
名

の
汎
用
セ
ン
タ
ー
を
閉
鎖
。

す
べ
て
の
汎
用
在
庫
を
旭
食

品
の
３
か
所
の
汎
用
セ
ン
タ

ー
（
岩
槻
、
柏
、
梶
が
谷
）

に
置
き
、
旭
食
品
の
ト
ラ
ッ

ク
で
各
店
配
送
を
共
同
で
行

う
方
式
に
切
り
替
え
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
旭
食
品
各

セ
ン
タ
ー
の
拠
点
稼
働
率
が

改
善
し
た
ほ
か
、
共
同
配
送

便
に
関
し
て
は
積
載
率
が
従

来
の
約
２
倍
（
３０
％
台
↓
６０

％
台
）
に
上
昇
。
物
流
費
率

の
低
下
に
よ
り
、
両
社
と
も

各
店
配
送
を
安
定
的
に
継
続

で
き
る
体
制
に
移
行
し
た
。

下
田
商
事
が
乾
物
の
多
品

種
少
量
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た

独
自
の
汎
用
セ
ン
タ
ー
を
長

年
運
用
し
て
き
た
こ
と
も
あ

り
、
「
当
初
は
切
り
換
え
に

よ
っ
て
庫
内
物
流
の
小
回
り

等
に
多
少
の
課
題
が
生
じ

た
」
（
下
田
商
事
代
表
取
締

役
会
長
・
下
田
英
一
氏
）

が
、
「
コ
ス
ト
削
減
に
加

え
、
Ｃ
Ｏ
２

の
削
減
や
ド
ラ

イ
バ
ー
の
生
産
性
向
上
と
い

っ
た
社
会
的
な
プ
ラ
ス
も
大

き
い
。
資
本
や
競
争
の
枠
を

超
え
た
新
し
い
企
業
間
連
携

の
あ
り
方
を
示
せ
た
と
思

う
」
（
下
田
会
長
）
。

旭
食
品
東
京
支
社
は
以
前

か
ら
低
温
分
野
で
同
業
者
と

の
共
同
物
流
を
行
っ
て
い
る

が
、
主
力
常
温
分
野
で
の
セ

ン
タ
ー
の
共
同
利
用
を
含
む

大
が
か
り
な
協
業
は
初
。

「
下
田
商
事
さ
ん
と
の
連
携

以
降
、
関
東
の
他
の
卸
の

方
々
か
ら
も
共
同
物
流
の
打

診
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
今

後
も
戦
略
的
に
取
り
組
む
」

（
竹
内
常
務
）
と
い
う
。

恒
常
的
な
ド
ラ
イ
バ
ー
不

足
と
物
流
費
の
上
昇
を
受

け
、
日
本
加
工
食
品
卸
協
会

は
昨
年
秋
に
卸
業
界
向
け
の

共
同
配
送
手
引
書
を
策
定
。

以
後
、
各
店
配
送
の
継
続
が

困
難
な
地
方
を
中
心
に
同
業

者
連
携
の
機
運
が
高
ま
っ
て

い
る
が
、
マ
ッ
チ
ン
グ
の
難

し
さ
な
ど
を
理
由
に
実
施
に

至
っ
た
ケ
ー
ス
は
少
な
い
。

地
方
を
支
え
る
中
小
ス
ー
パ

ー
へ
の
供
給
路
を
保
つ
た
め

に
も
、
中
堅
ク
ラ
ス
の
地
域

卸
・
専
業
卸
は
共
同
物
流
方

式
へ
の
転
換
を
急
ぐ
必
要
が

あ
る
。
旭
食
品
と
下
田
商
事

の
事
例
が
そ
の
起
爆
剤
に
な

り
そ
う
だ
。

カ
ー
に
支
え
ら
れ
る
カ
テ
ゴ

リ
ー
で
、
品
目
を
横
断
す
る

総
合
的
な
消
費
者
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
の
担
い
手
が
い
な

い
。
こ
の
こ
と
を
消
費
者
の

乾
物
離
れ
の
一
因
と
す
る
見

方
も
あ
る
。
卸
主
導
で
多
く

の
メ
ー
カ
ー
が
参
加
す
る
総

合
ブ
ラ
ン
ド
を
構
築
し
、
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
原
資
を
集
中

さ
せ
る
こ
と
で
好
循
環
に
持

ち
込
め
る
可
能
性
が
あ
る
。

こ
う
し
て
需
要
創
出
に
取

り
組
む
一
方
、
生
産
環
境
の

立
て
直
し
に
も
本
腰
を
入
れ

る
。
国
内
乾
物
生
産
は
需
要

の
縮
小
と
低
価
格
化
に
よ
っ

て
疲
弊
と
後
継
者
不
足
が
深

刻
化
し
て
お
り
、
地
域
産
業

と
し
て
の
存
続
を
危
ぶ
む
声

も
あ
る
。
「
今
後
は
自
治
体

と
も
連
携
し
て
生
産
者
の
育

成
に
取
り
組
む
。
資
金
面
の

協
力
も
考
え
た
い
」
（
下
田

英
一
会
長
）
。

食
品
卸
が
融
資
ま
で
視
野

に
入
れ
た
多
面
的
な
生
産
者

支
援
に
乗
り
出
す
の
は
異
例

で
、
地
方
創
生
の
観
点
か
ら

も
注
目
を
集
め
そ
う
だ
。

下
田
商
事
は
低
迷
す
る
乾

物
市
場
の
活
性
化
と
国
内
生

産
者
の
育
成
に
経
営
資
源
を

集
中
的
に
投
下
す
る
。
旭
食

品
と
の
共
同
物
流
で
懸
案
の

コ
ス
ト
削
減
が
可
能
と
な

り
、
需
要
と
生
産
力
の
底
上

げ
と
い
う
乾
物
業
界
最
大
の

課
題
に
戦
力
を
振
り
向
け

る
。

調
達
・
開
発
・
小
売
向
け

Ｍ
Ｄ
支
援
な
ど
既
存
卸
機
能

の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
に
加

え
、
今
後
は
消
費
者
向
け
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
加
速
。
自

社
総
合
ブ
ラ
ン
ド
「
カ
ネ
ニ

シ
キ
」
を
強
化
し
、
使
い
方

や
優
れ
た
栄
養
価
値
を
消
費

者
に
強
力
に
発
信
す
る
。

乾
物
は
多
数
の
中
小
メ
ー

サ
ン
ト
リ
ー
食
品
イ
ン
タ

ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
は
、
人
生
１

０
０
年
時
代
を
迎
え
健
康
寿

命
を
延
ば
す
こ
と
が
課
題
と

な
る
中
で
、
飲
料
メ
ー
カ
ー

と
し
て
で
き
る
こ
と
に
着
目

し
、
「
１
０
０
年
ラ
イ
フ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
活
動
を
開
始

す
る
。
そ
の
一
環
と
し
て

「
伊
右
衛
門

特
茶
（
特
定

保
健
用
食
品
）
」
の
５
０
０

�
Ｐ
Ｅ
Ｔ
ボ
ト
ル
商
品
を
対

象
に
、
生
活
習
慣
サ
ポ
ー
ト

サ
ー
ビ
ス
「
特
茶
プ
ロ
グ
ラ

ム
は
じ
ま
る
�
」
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
を
１０
日
か
ら
全
国
で
展

開
す
る
。

「
特
茶
」
の
ツ
イ
ッ
タ
ー

分
析
に
よ
る
と
、
全
体
の
８０

％
が
効
果
を
実
感
。
「
そ
こ

で
特
茶
に
よ
り
、
生
活
習
慣

改
善
の
伴
奏
者
と
し
て
役
割

を
果
た
す
」
（
沖
中
直
人
執

行
役
員
戦
略
企
画
本
部
長
）

と
し
、
�
外
部
研
究
機
関
と

の
共
同
研
究
�
健
康
茶
ポ
ー

ト
フ
ォ
リ
オ
の
強
化
�
特
茶

プ
ロ
グ
ラ
ム
�
�
を
開
始
す

る
。具

体
的
に
は
筑
波
大
学
の

Ｔ
Ｈ
Ｆ
の
協
力
に
よ
り
、
パ

ー
ソ
ナ
ル
ト
レ
ー
ナ
ー
が
一

人
一
人
の
目
標
や
健
康
状
態

に
合
わ
せ
た
食
と
運
動
プ
ラ

ン
を
３
か
月
間
提
供
し
、

「
特
茶
」
の
継
続
飲
用
も
含

め
て
サ
ポ
ー
ト
す
る
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
提
供
。
ヘ
ル
ス
ケ
ア

ア
プ
リ
を
提
供
す
る
Ｆ
ｉ
Ｎ

Ｃ
の
協
力
で
食
事
や
運
動
、

睡
眠
な
ど
健
康
行
動
が
続
け

ら
れ
る
新
た
な
生
活
改
善
プ

ロ
グ
ラ
ム
「
特
茶
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
も
展
開
。
今
後
は
「
特

茶
」
「
黒
烏
龍
茶
」
「
胡
麻

麦
茶
」
に
、
１９
年
以
降
に
発

売
を
予
定
し
て
い
る
新
製
品

を
加
え
、
健
康
茶
ポ
ー
ト
フ

ォ
リ
オ
を
再
編
す
る
。

今
年
上
半
期
の
特
保
・
機

能
性
表
示
食
品
市
場
（
Ｒ
Ｔ

Ｄ
）
は
前
年
比
８６
％
と
低

迷
。
「
新
流
入
者
や
ラ
イ
ト

ユ
ー
ザ
ー
が
離
脱
し
た
こ
と

が
原
因
だ
っ
た
」
（
溝
本
将

洋
特
茶
ブ
ラ
ン
ド
マ
ネ
ー
ジ

ャ
ー
）
。
「
健
康
行
動
が
続

か
な
い
生
活
者
に
は
迷
い
や

悩
み
が
あ
り
、
健
康
行
動
を

継
続
的
に
サ
ポ
ー
ト
す
る
伴

奏
者
と
し
て
２
社
と
タ
ッ
グ

を
組
み
、
サ
ン
ト
リ
ー
史
上

類
を
み
な
い
規
模
の
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
実
施
す
る
」
。

沖
中
本
部
長
の
話

特
保

・
機
能
性
表
示
食
品
市
場
の

ダ
ウ
ン
ト
レ
ン
ド
を
Ｖ
字
回

復
す
る
の
は
難
し
い
が
、
愛

飲
者
を
増
や
し
、
飲
料
価
値

を
増
幅
さ
せ
れ
ば
市
場
は
伸

び
る
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
一

過
性
で
は
な
く
、
継
続
的
に

展
開
す
る
。
生
活
習
慣
病
の

根
源
は
肥
満
で
あ
り
、
こ
こ

は
特
茶
が
対
応
す
る
が
、
そ

れ
以
外
の
ヘ
ル
ス
ク
レ
ー
ム

も
あ
る
の
で
、
１９
年
以
降
に

発
売
す
る
健
康
茶
は
新
た
な

商
品
と
し
て
展
開
す
る
こ
と

も
十
分
考
え
ら
れ
る
。
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台
風
２１
号
に
よ
る
関
西
国

際
空
港
の
被
災
が
大
き
く
伝

え
ら
れ
た
が
、
食
品
関
連
メ

ー
カ
ー
で
は
大
阪
府
泉
佐
野

市
に
立
地
す
る
不
二
製
油
阪

南
事
業
所
の
一
部
生
産
工
場

と
近
隣
の
委
託
倉
庫
部
が
被

災
。一
部
工
場
建
屋
の
損
壊
、

保
管
し
て
い
る
商
品
の
一
部

に
水
漏
れ
な
ど
の
被
害
が
発

生
し
た
。
不
二
製
油
グ
ル
ー

プ
本
社
が
５
日
発
表
し
た
。

一
方
、
泉
佐
野
市
に
隣
接

す
る
貝
塚
市
の
明
治
関
西
工

場
、
明
治
関
西
ア
イ
ス
ク
リ

ー
ム
工
場
、
明
治
関
西
栄
養

食
品
工
場
は
い
ず
れ
も
被
害

が
な
か
っ
た
。
台
風
接
近
に
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昭
和
産
業
は
Ｎ
Ｅ
Ｃ
の
ク

ラ
ウ
ド
環
境
を
活
用
し
、
全

国
１３
拠
点
に
散
在
す
る
フ
ァ

イ
ル
サ
ー
バ
を
集
約
、
一
元

管
理
す
る
環
境
を
整
え
た
。

Ｂ
Ｃ
Ｐ
対
策
の
強
化
と
シ
ス

テ
ム
の
運
用
負
荷
軽
減
を
目

的
に
、
６
月
か
ら
本
格
稼
働

を
始
め
た
。

今
回
の
シ
ス
テ
ム
構
築
で

は
、
技
術
情
報
や
業
務
ノ
ウ

ハ
ウ
な
ど
の
重
要
情
報
を
格

納
す
る
全
フ
ァ
イ
ル
サ
ー
バ

を
ク
ラ
ウ
ド
上
に
移
行
・
集

約
。
Ｎ
Ｅ
Ｃ
の
フ
ァ
イ
ル
サ

ー
バ
統
合
管
理
ソ
フ
ト
Ｎ
Ｅ

Ｃ

Ｉ
ｎ
ｆ
ｏ
ｒ
ｍ
ａ
ｔ
ｉ

ｏ
ｎ

Ａ
ｓ
ｓ
ｅ
ｓ
ｓ
ｍ
ｅ

ｎ
ｔ

Ｓ
ｙ
ｓ
ｔ
ｅ
ｍ
（
以

下
Ｎ
Ｉ
Ａ
Ｓ
）
を
組
み
合
わ

せ
る
こ
と
で
、
フ
ァ
イ
ル
容

量
を
２０
％
削
減
し
、
コ
ス
ト

最
適
化
を
実
現
し
た
。

Ｎ
Ｉ
Ａ
Ｓ
の
活
用
で
今
後

の
フ
ァ
イ
ル
管
理
・
運
用
を

ス
ム
ー
ズ
に
行
う
こ
と
が
で

き
る
上
、
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
環

境
も
整
備
し
、
緊
急
・
災
害

時
に
も
事
業
継
続
性
を
確
保

し
た
強
固
な
デ
ィ
ザ
ス
タ
リ

カ
バ
リ
対
策
を
強
化
し
た
。

同
社
で
は
「
グ
ル
ー
プ
の

Ｂ
Ｃ
Ｐ
対
策
強
化
を
継
続
的

に
行
う
こ
と
で
、
引
き
続
き

食
の
安
定
供
給
の
実
現
に
取

り
組
ん
で
い
く
」
と
し
た
。

伴
い
一
時
的
に
ラ
イ
ン
を
止

め
る
な
ど
の
措
置
は
取
ら
れ

た
模
様
だ
が
、
点
検
を
済
ま

せ
通
常
操
業
に
戻
る
見
通

し
。
同
社
は
関
西
、
北
陸
エ

リ
ア
に
京
都
工
場
（
京
都
府

京
田
辺
市
）
、
大
阪
工
場

（
大
阪
府
高
槻
市
）
、
北
陸

工
場
（
石
川
県
野
々
市
市
）

な
ど
を
配
置
し
て
い
る
が
、

他
工
場
に
つ
い
て
も
特
に
被

害
は
な
か
っ
た
模
様
だ
。














































 
















































数
年
前
、

関
西
国
際
空

港
（
以
下
、

関
空
）
を
利

用
す
る
機
会

が
あ
っ
た
。

到
着
後
、
鉄

路
で
対
岸
の
大
阪
府
泉
佐

野
市
に
向
か
っ
た
が
、
連

絡
橋
を
通
過
す
る
際
に
思

っ
た
の
は
、
こ
の
橋
に
何

か
あ
っ
た
場
合
、
関
空
は

一
体
ど
う
な
る
の
だ
ろ
う

か
と
い
う
こ
と
▼
４
日
、

近
畿
地
方
を
直
撃
し
た
台

風
２１
号
に
よ
り
、
そ
の
懸

念
は
現
実
の
も
の
と
な
っ

た
。
滑
走
路
の
水
没
に
加

え
、
タ
ン
カ
ー
が
連
絡
橋

に
激
突
。
橋
桁
は
ズ
レ
、

自
動
車
道
、
鉄
道
と
も
ほ

ぼ
使
用
不
能
と
な
っ
た
。

橋
桁
に
加
え
、
橋
脚
も
か

な
り
の
負
荷
が
か
か
っ
た

と
見
ら
れ
る
だ
け
に
、
復

旧
ま
で
時
間
が
か
か
る
可

能
性
も
あ
る
▼
資
料
に
よ

れ
ば
、
関
空
の
１７
年
度
の

総
旅
客
数
は
前
年
比
１２
％

増
の
２
千
８
８
０
万
人
。

う
ち
外
客
の
利
用
者
数
は

２１
％
増
の
１
千
５
０
１
万

人
。
関
西
エ
リ
ア
の
空
の

玄
関
口
と
し
て
定
着
し
て

い
た
だ
け
に
、
関
西
へ
の

外
客
数
に
加
え
、
関
西
エ

リ
ア
の
観
光
関
連
産
業
、

ひ
い
て
は
関
西
の
経
済
に

も
大
き
な
影
響
を
与
え
そ

う
だ
▼
以
前
こ
の
コ
ー
ナ

ー
で
も
書
い
た
が
、
企
業

に
は
防
災
の
限
界
を
踏
ま

え
た
都
市
計
画
や
事
業
継

続
計
画
が
求
め
ら
れ
る
。

５０
年
に
一
度
、
１
０
０
年

に
一
度
の
災
害
が
毎
年
の

よ
う
に
訪
れ
る
時
代
に
生

き
て
い
る
の
だ
か
ら
。
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新ライスメニュー定
着へ。洋風煮込みが
全体の底上げに貢献。

��
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茶
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戦
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物
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物
流
改
善
進
み
本
業
投
資
加
速
下田商事

台風２１号

明
治
関
西
工
場
は
被
害
な
し

不
二
製
油
阪
南
事
業
所
被
災

情報管理のＢＣＰ強化

ＮＥＣクラウド活用で

●
昭
和
産
業
●

高
ま
る
車
両
積
載
率

中
小
Ｓ
Ｍ
へ
安
定
供
給
可
能
に

旭 食 品
下田商事

共共
同同
物物
流流
がが
軌軌
道道
化化

コ
ス
ト
下
げ
小
口
配
送
継
続

アプリを使った新たなプログラム

�１� ２０１８年（平成３０年）９月７日 金曜日（月・水・金曜日発行）第９６８２号 （昭和２２年１月３０日第３種郵便物認可）


